
 
 
 
 

　校庭の木々の青葉が、初夏の太陽に輝く季節となりました。令和８年
度がスタートして早いもので２ヶ月が経ちます。新しい教室や先生、友
達との生活にもすっかり慣れ、子どもたちの活気ある声が学校中に響き

 渡っています。
　ご承知の通り、本校は昭和58年の開校から満45年を迎え、来年（2027年）３月をもって閉校を
迎えるという「最後の１年」を過ごしています。５月12日には、閉校記念実行委員会による「閉

 校記念だより」の第１号も発行され、歴史の節目に向けた歩みが本格的に始動いたしました。
　この閉校記念イヤーにおいて、私たちは一日一日をこれまで以上に大切に重ねていきたいと考え
ています。４月・５月の子どもたちの姿からは、伝統を受け継ぎつつ、未来へ向かって力強く進も

 うとする確かな成長が見られました。
　保護者の皆様、地域の皆様の温かい支えに深く感謝申し上げますとともに、この最後の１年が子
どもたちにとって、そして松葉小学校に関わるすべての方々にとって「最高の１年」となるよう、
教職員一同、全力で教育活動に邁進してまいります。今後とも変わらぬご支援とご協力をよろしく
お願いいたします。
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　今年度最初の授業参観では、お家の方に見守
られ、子どもたちは
少し緊張しながらも、
一生懸命に自分の考
えを発表したり活動
したりしていました。
懇談会へのご出席も
含め、お忙しい中ご
来校いただきありが
とうございました。

「交差点では、右・左・右、そして後ろもしっ
 かり確認！」

　警察署や交通安
全指導員の皆様を
お招きして交通安
全教室を行いまし
た。自分の命を守
るための行動をし
っかりと学ぶこと
ができました。　

　高学年による委員会活動が本格的にスタート
しています。５月は、学校生活をより快適に、
そして楽しくするためのアイデアが各委員会か
ら出されました。図書委員会による読書推進の
工夫など、最高学年・中核学年としての自覚が
光っています。「松葉
小の最後の１年を、
自分たちの手でもっ
と素晴らしい学校に
する」という強い想
いをもって、主体的
に課題を解決する力
を発揮しています。

　４月から最高学年である６年生の「お助けマ
ン」が、朝の時間や掃除の時間に１年生の教室
を訪れています。朝は楽しいレクリエーション
で１年生の緊張をほぐし、初めての掃除の時間
には、雑巾の絞り方や
机の運び方を優しく教
えてくれました。６年
生のサポートのもとで
１年生が元気に笑顔で
過ごしています。最上
級生としての頼もしい
優しさが松葉小の温か
い伝統を紡いでいます。


